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表  題 シーケンサ動作異常時の復旧サポートシート 

適用機種 MELSEC-Q/Lシリーズ 

 

三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱シーケンサMELSEC-Q/Lシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

  

シーケンサご使用設備にて異常が発生した場合に，復旧と原因究明をサポートする「動作異常時復旧サポー

トシート」をご紹介いたします。  

 

本テクニカルニュースに添付の「動作異常時復旧サポートシート」は，記載の手順に沿って動作異常の詳細

をご確認いただくことで，お客様での原因究明をサポートし，また当社FA技術相談窓口へのお問い合わせの際

にもご活用いただけます。 

 

動作異常が発生した場合には，「動作異常時復旧サポートシート」に沿った異常詳細のご確認と，ご確認いた

だいた情報のご記入をお願いいたします。また，ユニットの故障が考えられる場合には，ご記入いただいた同

シートを故障ユニットと合わせて弊社に調査依頼いただきますようお願いいたします。 
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MELSECシーケンサ（Q/Lシリーズ）の動作異常時復旧サポートシート 

作業日（     年  月  日，時刻 AM/PM  ：  ）    作業対応会社様名/作業者様名：                    
 

シーケンサご使用設備にて異常が発生したら 
 

電源・CPU
ユニットの

LEDを 

チェック  

電源ユニットのLED（該当状態に☑） 

                    点灯          消灯 
POWER            □            □ 
 

他LED点灯状態 
 LED名： 
 

 点灯状態： 

CPUユニットのLED（該当状態に☑） 

                点灯     消灯     点滅 
MODE □ □ □ 
RUN □ □ □ 
ERR  □ □ □ 
USER □ □ □ 
BAT □ □ □ 
BOOT □ □ □ 
他LED点灯状態 [LED名：        ，点灯状態：       ]

 

 
 

CPUユニット
とパソコンを

つなぐ 
 

CPUユニットとパソコンの通信可否（該当状態に☑）     OK  NG         OK  NG           OK  NG 
USB  □  □  ／ RS232  □  □  ／ Ethernet  □  □ 

 

エラーの詳細情報（[ ]内は確認内容を記載） 

エラーコード [         ]         エラー内容[ ]
エラー発生対象ユニット [ユニット形名：                    ， 装着スロット： ]

 

CPU内データ保存（データ保存したら☑） 

□プログラムの保存  □パラメータ（PC/ネットワークパラメータ）の保存 □デバイスの保存 
□システム構成の保存  □エラー履歴の保存  

 

他ユニットも
チェック 

 

他ユニットの診断結果（[ ]内は確認内容を記載，データ保存したら☑） 
異常ユニット   [ユニット形名：                     ， 装着スロット： ]

異常内容 【記入例】I/Oユニット：Y00のLEDは点灯するが実出力はOFFのまま，D/Aユニット：CH8の出力が常時20mA，など 
[ ]
エラーコード [                               ]    □バッファメモリの保存         

 

 
ネットワーク

もチェック 
 

ネットワーク診断結果（[ ]内は確認内容を記載，データ保存したら☑） 

ネットワーク種別 [ ]
データリンク状態（自局，他局） [ ]
異常内容 【記入例】CH1が通信しない，ネットワークボードがパソコンにて認識されない，など 

[  ]
エラーコード [ ]
□エラー履歴の保存              □SB/SWの保存            □バッファメモリの保存 

 

 

 

 

 

 

復旧処置 

 エラーコード（CPUユニットや他ユニット）に対する処置の確認 

 

復旧手段（復旧した手段に☑） 

□外部供給電源（UPS含む）の見直し □プログラム/パラメータ再書込み  □パラメータ修正 □ユニット交換 

□配線見直し（増し締め，再接続） □ユニット抜き差し 

□外部機器の動作見直し □プログラム修正 

 

保守点検を実施の上，今後の対処（継続監視含む）

につき検討ください 

             

異常条件・  

環境チェック 
 調査依頼事前確認項目（[ ]内は確認内容を記載） 

稼働期間 [    ]  発生時期 [       ]  発生頻度 [       ]  環境チェック[ ]

  

必要書類を 
準備の上  
ユニットを  

調査依頼 
 
 

 

 

必要書類（[ ]内は確認内容を記載，準備確認した後☑） 
異常発生元ユニット [                     ] 
異常現象内容 [ ]

□保存データ（上記過程で保存いただいたデータ）     □本シート 
□シーケンサと接続している外部機器との接続状態が分かる資料（参考） 

 復旧要因（確認後☑） 
□ノイズ  □外部配線（増し締め，再接続） 

□外部機器の動作見直し 

 

 

 

 

 

 

発生条件・頻度（[ ]内は確認内容を記載） 

発生時期・条件 （通電中，プログラム変更時など） 
[                                ] 
発生頻度・回数 （常時，操作毎など） 

[                                ] 

 

 

保守点検を実施の上，今後の対処（継続監視

含む）につき検討ください 

復旧（一過性の異常） 
CPU 

リセット 

再現 

間欠的に 
発生 

故障かな？ 

再現 

 

 

 

 

 

 

 

手順 
1 

手順 
2 

手順 
3 

手順 
4 

手順 
5 

FA技術相談窓口
への問合せ 
タイミング 



 
～手順詳細～ 
 
手順1．CPUユニットのチェック方法 

項目 操作 GX Works2操作方法 

エラーコード 確認 メニュー[診断]→[PC診断]→[エラーヘルプ] 

プログラム／パラメータ 保存 メニュー[プロジェクト]→[名前を付けて保存] 

デバイス 

ﾒﾆｭｰ[ｵﾝﾗｲﾝ]→[PC読出]→[ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞｰﾀ]→[詳細]→[ﾃﾞﾌｫﾙﾄ]

読み出すデバイスを選択後，デバイスデータを

読み出し，プロジェクト保存 

※ファイルレジスタは，パラメータで指定した格納

先メモリをプロジェクト保存 

システム構成 メニュー[診断]→[システムモニタ]→[製品情報一覧]→[CSVファイル作成] 

エラー履歴 メニュー[診断]→[システムモニタ]→[エラー履歴詳細]→[CSVファイル作成] 

 
手順2．インテリジェント機能ユニットのチェック方法 

項目 操作 GX Works2操作方法 

エラーコード 確認 メニュー[表示]→[ドッキングウィンドウ]→[インテリジェント機能

ユニットモニタ] 

各項目をダブルクリックまたは右クリック 

バッファメモリ 

 

保存 
ﾒﾆｭｰ[ｵﾝﾗｲﾝ]→[PC読出]→[ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞｰﾀ]→[詳細]→[ﾃﾞﾌｫﾙﾄ]

バッファメモリ先頭入出力番号を設定後，デバイ

スデータを読み出し，プロジェクト保存 

 
手順3．ネットワークユニットのチェック方法 

項目 操作 GX Works2操作方法 

ネットワーク状態 

（エラー履歴，他局情報等） 

確認 メニュー[診断]→[MELSECNET診断] ：MELSECNET10(H) 

メニュー[診断]→[CC IE Control診断] ：CC-Link IEｺﾝﾄﾛｰﾗ 

メニュー[診断]→[CC IE Field診断] ：CC-Link IEﾌｨｰﾙﾄﾞ 

メニュー[診断]→[CC-Link/ CC-Link/LT診断] ：CC-LinkまたはCC-Link/LT 

メニュー[診断]→[Ethernet診断] ：Ethernet 

エラー履歴 保存 メニュー[診断]→[CC IE Control診断]→[ﾛｷﾞﾝｸﾞ]→[ｴﾗｰﾛｸﾞ保存] ：CC-Link IEｺﾝﾄﾛｰﾗ 

メニュー[診断]→[CC IE Field診断]→[ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾍﾞﾝﾄ履歴]→[CSVﾌｧｲﾙ作成] ：CC-Link IEﾌｨｰﾙﾄﾞ 

メニュー[診断]→[CC-Link/CC-Link/LT診断]→[ｽﾃｰﾀｽﾛｷﾞﾝｸﾞ]→[保存] ：CC-LinkまたはCC-Link/LT 

SB/SW 
ﾒﾆｭｰ[ｵﾝﾗｲﾝ]→[PC読出]→[ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞｰﾀ]→[詳細]→[ﾃﾞﾌｫﾙﾄ]

SB または SW を選択後，デバイスデータを読み出

し，プロジェクト保存 

バッファメモリ 
ﾒﾆｭｰ[ｵﾝﾗｲﾝ]→[PC読出]→[ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞｰﾀ]→[詳細]→[ﾃﾞﾌｫﾙﾄ]

バッファメモリ先頭入出力番号を設定後，デバイ

スデータを読み出し，プロジェクト保存 

 
手順1～3の詳細は，GX Works2 Version 1 オペレーティングマニュアル （共通編）(SH-080730)を参照してください。 

 
手順4．ノイズ対策 

現象例 原因 対策 

特定の外部機器（出力機器等）の動作と同期

して異常が発生 

動力側機器からのノイズ シーケンサ用アース線と動力用アース線を分けて接地 

シーケンサユニット接続の配線と動力機器側の配線を別々

のダクトへ分離して収納 

外部機器からのノイズやサージ ノイズ除去対策（機器近くで実施） 

①交流の誘導負荷：サージキラーの並列接続 

②直流の誘導負荷：ダイオードの並列接続 

ノイズ回避対策 

①ノイズ源を接地（大地にノイズを逃がす） 

②非接地に変更（回り込みノイズを遮断） 

③入出力信号線のシールド（空間ノイズを遮断） 
シーケンサの動作が不安定でランダムに異常

が発生 

高周波設備の影響 

電源の瞬時停電， 

電源波形変動（電源ノイズ含む） 

①電源環境の見直し 

②外部供給電源と電源ユニット間に絶縁トランス接続 

 
手順4の詳細は，三菱シーケンサスクールテキスト Qメンテナンス（GX Works2用）(SH-081213)の「ノイズ対策」の章を参照してください。 

 
手順5．調査依頼事前確認項目 

項目 記載例 

稼働期間 2年，1ヶ月，0日 

発生時期 通電中，電源投入中（初回），操作時，プログラム変更時，ランダム，RUN時 

発生頻度 常時，1回のみ，操作毎，月/週/日/ごとに1回 

環境チェック 腐食性ガス，周囲温度（具体値），振動，粉塵，外部機器の異常（ノイズが重畳する等） 

 
 


